
　

農
は
、
資
本
投
資
効
率
・
労
働
生
産
性
と
も
に
低

い
。
農
外
の
人
が
職
業
と
し
て
取
り
組
む
に
は 
躊
躇 

ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る
が
、
小
規
模
で
趣
味
的
で
あ
れ
ば
不
思
議
な
魅

力
が
あ
る
。
最
近
で
は 
花  
卉 
も
農
業
分
野
に
仲
間
入

か 

き

り
し
た
の
で
、
野
菜
・
果
樹
で
な
く
と
も
花
や
樹
木

で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
人
は
多
い
。

　

農
耕
文
化
の
始
ま
り
は
、
原
始
時
代
の
狩
猟
・
採

取
の
移
動
生
活
か
ら
、
必
要
な
も
の
を
栽
培
・
飼
育

し
定
住
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
工
業
化
社
会
が
到
来
す
る
ま
で
は
農

業
が
主
要
産
業
で
あ
り
、
政
治
経
済
の
中
心
地
は
都

市
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
理
想
郷
は
農
村
の
中
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
や
桃
源
郷
で
あ
り
、
屋
敷
に
は
土
と
触

れ
合
う
中
庭
と
菜
園
が
あ
り
農
耕
が
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
た
。
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し
か
し
戦
後
国
土
の
狭
い
日
本
で
は
、
重
工
業
中

心
の
経
済
効
率
主
義
と
大
都
市
一
極
集
中
の
も
と

で
、
都
市
生
活
者
は
カ
ネ
・
も
の
は
得
た
も
の
の
、

住
宅
は
集
合
住
宅
、
土
や
草
花
と
触
れ
合
え
る
「
庭

付
き
一
戸
建
て
住
宅
」
は
高
嶺
の
花
と
な
っ
た
。
自

ず
と
、
都
会
生
活
の 
閉  
塞  
感 
を
打
破
す
る
た
め
に
自

へ
い 
そ
く 
か
ん

家
用
車
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
。

　

最
近
、
農
村
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
て
、「
伝
統

食
」「
貸
し
農
園
」「
体
験
農
業
」「
自
然
探
訪
」「
○

○
学
校
・
塾
」「
産
直
」
な
ど
で
交
流
す
る
地
域
・
住

民
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
役
は
高
齢
者
が
多

い
。
人
間
に
は
自
給
自
足
の
遺
伝
子
が
備
わ
っ
て
い

る
の
か
、
不
思
議
に
定
年
に
な
っ
て
か
ら
農
的
な
行

動
を
起
こ
す
人
が
多
い
。

　

特
に
、
健
康
に
人
一
倍
関
心
の
あ
る
高
齢
者
は
、

戦
前
の
野
菜
・
穀
物
中
心
の
食
事
の
経
験
が
あ
る
だ

け
に
、野
菜
の
摂
取
に
は
こ
と
の
ほ
か
関
心
が
高
い
。

　

し
か
し
、
購
入
で
全
部
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
と
、

品
質
の
良
い
も
の
は
魚
や
肉
よ
り
高
上
が
り
に
な
り

買
い
控
え
る
場
面
も
あ
る
。
ま
し
て
育
ち
盛
り
の
子

を
持
つ
家
庭
で
は
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
肉
食
生
活
に
な

り
や
す
い
と
言
う
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
補
っ
て

い
る
の
が
作
り
や
す
い
品
目
の
家
庭
菜
園
で
あ
り
、

産
直
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
農
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
食
物
の

鮮
度
や
味
を
見
分
け
る
コ
ツ
を
覚
え
、さ
ら
に
環
境
、

生
命
、
健
康
等
を
考
え
る
契
機
と
も
な
り
、「
心
の
豊

か
さ
」
や
「
余
暇
利
用
の
充
足
感
」
を
実
感
し
て
い

る
方
々
が
多
い
。
ま
た
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
学
校

五
日
制
と
総
合
学
習
の
中
で
、
大
人
の
こ
う
し
た
活

動
に
子
供
も
参
加
す
る
形
態
が
増
え
て
い
る
。
家
族

や
世
代
を
超
え
た
幅
広
い
交
流
が
、
学
校
教
育
で
は

得
ら
れ
な
い
新
た
な
発
見
と
感
動
を
呼
び
覚
ま
し
、

子
供
の
「
創
造
力
」「
探
求
心
」
を
確
実
に 
育 
ん
で
い

は
ぐ
く

る
よ
う
に
見
え
る
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
林
業
分
野
で
の
初
歩
的

な
活
動
か
ら
専
門
的
な
活
動
ま
で
広
く
支
援
し
て
く

れ
る
組
織
が
な
い
た
め
活
動
が
広
が
り
に
く
い
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
。

　

一
方
、
私
た
ち
県
を
退
職
し
た
技
術
系
の
Ｏ
Ｂ
会

（
農
業
、
農
業
土
木
、
林
業
）
の
間
で
も
、「
在
職
中

に
培
っ
た
技
術
・
見
識
・
情
報
等
の
社
会
的
資
産
を

地
域
住
民
に
組
織
的
に
還
元
で
き
る
体
制
が
作
れ
な

い
も
の
か
。
そ
の
活
動
拠
点
が
あ
れ
ば
！
」
等
の
声

が
出
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
を
知
事
と
の
懇
談
会
で
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
に
入
っ
て
、
県
が
昨
年
制
定
し
た
山
形
県

農
業
基
本
条
例
に
掲
げ
る
重
点
施
策
（
①
農
業
・
農

村
の
役
割
に
対
す
る
県
民
の
理
解
促
進
、
②
環
境
保

全
型
農
業
の
推
進
、
③
畑
作
物
の
生
産
振
興
と
経
営

安
定
）
の
実
現
へ
の
側
面
的
支
援
と
、
農
林
業
に
関

す
る
都
市
・
農
村
交
流
活
動
を
幅
広
く
支
援
で
き
る

よ
う
に
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
る
た

め
の
予
算
を
付
け
て
い
た
だ
い
た
。
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早
速
、
農
業
者
組
織
に
も
新
た
に
参
画
し
て
も
ら

い
、
県
側
と
の
間
で
団
体
の
名
称
、
会
員
募
集
、
支

援
活
動
内
容
・
方
法
、
支
援
対
象
と
Ｐ
Ｒ
方
法
等
を

検
討
し
た
う
え
で
、
七
月
十
九
日
、
百
八
十
名
の
会

員
か
ら
な
る
「
山
形
県
食
と
緑
の
交
流
プ
ラ
ザ
」
を

正
式
に
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

発
足
後
、
市
民
園
芸
教
室
、
地
区
の
農
業
を
考
え

る
会
、
子
供
を
対
象
に
し
た
田
ん
ぼ
の
学
校
等
の
行

事
へ
の
会
員
派
遣
等
を
し
て
き
た
が
、
学
校
や
公
民

館
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
よ
う
や
く
浸
透
し
つ
つ
あ
る
の

で
、こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
活
動
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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経
営
主
が
六
十
歳
未
満
の
専
業
的
農
家
は
全
農
家

の
一
割
弱
と
少
な
い
が
、
経
営
の
現
状
は
、
米
価
の

大
幅
な
低
下
を
は
じ
め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
消
費
者

の
低
価
格
志
向
と
輸
入
農
産
物
の
増
加
で
、
生
産
者

価
格
も
引
き
下
げ
ら
れ
、コ
ス
ト
圧
力
も
加
わ
っ
て
、

農
業
所
得
の
み
で
生
活
を
維
持
し
て
い
く
の
は
極
め

て
厳
し
い
。
後
継
者
確
保
の
難
し
さ
や
農
業
従
事
者

の
極
端
な
高
齢
化
の
要
因
も
こ
こ
に
起
因
し
て
い

る
。

　

農
林
業
の
担
い
手
の
減
少
と
高
齢
化
は
農
林
業
の

荒
廃
を
招
き
、
国
土
保
全
機
能
、
水
源 
涵  
養 
機
能
、

か
ん 
よ
う

景
観
形
成
機
能
、生
き
生
き
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

文
化
継
承
機
能
の
維
持
を
も
危
う
く
さ
せ
、
そ
の
兆

し
が
見
え
て
い
る
。

　

経
済
の
低
成
長
下
で
は
、
高
い
国
内
農
産
物
よ
り

も
、
安
い
輸
入
品
で
よ
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
の
農
産
物
価
格
形
成
の
実
態
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
。
野
菜
で
は
消
費
者
価
格
を
百
円
と
す
る

と
、
五
十
円
は
小
売
マ
ー
ジ
ン
を
含
め
た
流
通
コ
ス

ト
で
あ
り
、
三
十
円
は
肥
料
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
、

残
り
の
二
十
円
が
農
家
手
取
り
所
得
に
な
る
。

　

さ
ら
に
生
産
過
剰
や
輸
入
品
が
増
加
す
る
と
市
場

価
格
は
さ
ら
に
下
が
り
、
農
家
手
取
り
所
得
は
二
十

円
を
切
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
農
家
が
ト
マ
ト
な

ど
の
果
菜
類
に
く
ら
べ
て
日
持
ち
の
悪
い
葉
菜
類
を

作
り
た
く
な
い
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
近
年
増
加
が

著
し
い
産
直
は
、
流
通
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
で
き

る
た
め
、
農
家
の
実
質
手
取
り
が
大
幅
に
増
え
魅
力

的
な
販
売
戦
略
で
あ
る
。

　

今
後
、
新
鮮
安
全
な
農
産
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

取
で
き
、
身
体
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
農
村

空
間
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
意
欲
あ
る
農
業
経

営
者
の
育
成
と
と
も
に
、
兼
業
農
家
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
家
庭
で
も
定
住
で
き
る
生
活
環
境
整
備
、
小
規
模

農
家
で
も
取
り
組
め
る
地
産
地
消
・
産
直
な
ど
、
農

林
業
・
農
村
活
性
化
の
た
め
の
対
策
を
一
体
的
に
進

め
る
都
市
農
村
交
流
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

農
業
県
山
形
が
「
山
形
県
農
業
基
本
条
例
」
を
制

定
し
た
ね
ら
い
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

樹
木
や
野
菜
・
花
は
育
っ
た
環
境
か
ら
動
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
し
て
そ
の
環
境
に
抗
し
て
生
育
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
が
手
を

貸
せ
ば
環
境
が
変
わ
り
、
生
育
が
よ
く
な
る
。
そ
れ

が
経
験
で
あ
り
、
技
能
で
あ
る
。

　

交
流
プ
ラ
ザ
は
、
農
の
あ
る
生
き
方
を
実
感
で
き

る
そ
ん
な
魅
力
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
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